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と
き
が
わ
町
町
議
会
は
２
月

の
一
般
選
挙
を
経
て
議
員
構
成

も
大
き
く
替
わ
り
ま
し
た
が
、

２
回
目
の
定
例
議
会
を
無
事
終

え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
新
人
議
員
５

名
を
含
め
10
名
全
員
が
登
壇
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
視
点
か
ら

活
発
な
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
議
会
議
員
の
役
割
は
「
町

民
の
皆
さ
ま
の
声
を
町
政
に
反

映
さ
せ
る
こ
と｣｢

行
政
の
取
り

組
み
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
」
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
議
会
で
も
地
域
の
課

題
や
町
の
将
来
に
つ
い
て
真
剣

に
議
論
し
、
一
つ
一
つ
の
課
題

に
向
き
合
い
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
紙
面
の
各
議
員
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
頂

き
御
視
聴
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

本
町
で
は
、
少
子
化
の
進

行
に
伴
う
望
ま
し
い
教
育
環

境
の
実
現
に
向
け
、
将
来
的

な
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
に
取
り
組
む
段
階
を
迎

え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
小
学
校
と

中
学
校
の
教
育
を
一
体
的
に

行
う
義
務
教
育
学
校
は
、
学

校
再
編
の
選
択
肢
の
一
つ
で

あ
る
と
と
も
に
、
教
育
の
連

続
性
の
確
保
や
教
育
内
容
の

充
実
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
義
務
教
育
学
校

に
お
け
る
学
校
統
合
の
経
緯
、

保
護
者
や
地
域
住
民
と
の
合

意
形
成
の
過
程
な
ど
を
確
認

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
、
本
町
に
お
け
る

持
続
可
能
な
学
校
運
営
の
あ

り
方
及
び
教
育
環
境
の
充
実

に
向
け
、
調
査
・
研
究
す
る
。

委員会調査ってなに？
　議会の権能強化と行政の複雑化、専門化に即応するために議　議会の権能強化と行政の複雑化、専門化に即応するために議
会に常任委員会を設置し、詳細な調査・研究を行っています。会に常任委員会を設置し、詳細な調査・研究を行っています。
　調査結果については、本会議で報告しています。　調査結果については、本会議で報告しています。

みかんちゃん

庁
舎
の
今
後
の

　
　
あ
り
方
に
つ
い
て

議
会
運
営
委
員
会

　

本
町
は
二
村
合
併
以
降
、

庁
舎
を
分
庁
方
式
と
し
て
い

る
が
、
行
政
運
営
の
効
率
性

及
び
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便

性
の
両
立
を
図
る
観
点
か
ら
、

将
来
的
な
庁
舎
の
配
置
や
機

能
の
あ
り
方
が
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

特
に
庁
舎
の
老
朽
化
や
維

持
管
理
コ
ス
ト
の
増
大
と
い

っ
た
財
政
負
担
の
増
加
に
加

え
、
災
害
時
に
お
け
る
防
災

拠
点
と
し
て
の
機
能
確
保
、

庁
舎
機
能
の
集
約
や
災
害
時

の
強
化
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
庁
舎
の
統
合
や

再
編
に
至
っ
た
経
緯
、
意
思

決
定
や
計
画
策
定
か
ら
方
針

決
定
に
至
る
ま
で
の
過
程
、

住
民
説
明
及
び
合
意
形
成
の

手
法
等
に
つ
い
て
、
調
査
・

研
究
す
る
。

地
域
公
共
交
通
の

　
あ
り
方
に
つ
い
て

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

近
年
、
全
国
的
に
深
刻
な

運
転
士
不
足
が
散
見
さ
れ
、

本
町
で
も
地
域
公
共
交
通
の

維
持
・
確
保
が
厳
し
い
状
況

と
な
る
中
、
無
人
バ
ス
を
は

じ
め
と
す
る
自
動
運
転
技
術

を
活
用
し
た
新
た
な
交
通
手

段
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
先
進
的
に
無
人
バ

ス
の
導
入
に
至
っ
た
背
景
や

目
的
、
導
入
後
の
利
用
状
況

及
び
維
持
管
理
コ
ス
ト
等
と

と
も
に
、
従
来
型
の
地
域
公

共
交
通
が
お
か
れ
て
い
る
現

状
を
把
握
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
。

　

よ
っ
て
、
本
町
に
お
け
る

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通

体
系
の
構
築
及
び
効
率
的
・

効
果
的
な
地
域
公
共
交
通
網

の
形
成
に
向
け
、
調
査
・
研

究
す
る
。


